
エ）小 型 コ ウモ リ類

（ ア）造 成 等 の施 工 に よ る一 時 的 な影 響

a）ね ぐ らの消 失

（ a）消 失 す る ね ぐ らを利 用 す る小 型 コ ウモ リ類 の個 体 へ の影 響

事業 実施 区域 及び そ の周辺 で●は A 、 B 、 C 、 D 及 び E 洞 窟 の 5 洞窟 で小型 コ ウモ リ

類 の生 息 が確 認 され た。 ま た、 主に樹林 環境 で小 型 コウモ リ類 の採 餌活 動や 餌 場 への

移 動 経 路 と して の利 用 が 確 認 され た。

土 地 の 改 変 に伴 う事 業 に よ る改 変 区 域 と小 型 コ ウモ リ類 の 生 息 及 び 利 用 状 況 を重 ね

合 わせ た改変 区域 と洞窟 の位 置 関係 を図 －6．12．1．2（15）に、洞 窟 の位 置 及び 縦 断 図 を

図 －6．12．1．2（16）に示す。

土 地 の 改 変 に伴 い 小 型 コ ウ モ リ類 に とっ て 、 B 、 C 及 び E 洞 窟 の 3 か 所 の ね ぐ らが

利 用 で き な く な る。
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